
 

 

 

 

 

 

今年度もありがとうございました 
 今年度も、たくさんの地域の方にお世話になりました。地域の方から教えていただくことは子供達だけでは

なく、教職員にとっても大きな学びとなっています。ありがとうございました。今後も地域の方の力をお借り

しながら、神石小学校教育の充実を図っていきたいと思っておりますので、ご協力よろしくお願いいたします。

今年度の活動の一部をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神石小だより  

神石高原町立神石小学校 

学校だより２月号 

令和８年２月１０日 

学校教育目標 自ら伸びる子・共に生きる子の育成 ～３自大作戦～ 

 

１年生 

 今年度は、いずみ保育所との連携を多くさせてもらいま
した。夏には水遊び、秋にはハロウィン等多くの活動を行
いました。ハロウィンでは保育所の園児と一緒に衣装をつ
くり、パレードをしました。パレードの際には、地域の方
にプレゼントをいただきました。ありがとうございまし
た。 
 

２年生 

 町探検では、地域のいろいろな施設におじゃまさせていた
だき、説明をしていただいたり、設備を見せていただいたり
しました。１２月に伺わせていただいたもみじの里では、発
表会での踊りを見ていただいたり、入所者の方とのふれあい
の時間をもっていただいたり、充実した学習ができました。 

３・４年生 

 地域の施設の見学、神龍湖での活動、陶芸体験等、地域
の方の手を借り、様々な体験をしました。空心菜の栽培を
通して神龍湖に関心をもち、調べたことをクイズラリーに
して神龍湖周辺に掲示させてもらいました。 
 

５・６年生 

 総合的な学習の時間に、「地域の歴史や伝統を継承するた
めに様々な努力をされていることに気付く」ことをねらい
とし、幻の鍾乳洞を見学したり、専門員の方に話を聞いた
りしました。本物に触れることで充実した学習活動となり
ました。 
 

本物体験活動 

 今年度の本物体験活動では、「木のコースター作り」「ピ
ザ作り」「竹のランタン作り」をしました。地域の方を講師
に迎えいろいろ教えていただき活動し、とてもよい学びと
なりました。来年度はさらに多くの地域の方や保護者のみ
なさんの参加をお待ちしております。 
 

学校ボランティア 

 今年度から開始した学校ボランティアですが、地域の方
や保護者の方にお手伝いいただきました。おかげさまで子
供達の学習活動の充実を図ることができました。来年度も
ボランティアをお願いすることと思いますので、ご協力い
ただきますようよろしくお願いいたします。 
 



なわとび大会 

 １月３０日（金）なわとび大会を行いました。一人２種目にエントリーし、 

挑戦しました。これまで、体育や業間体育の時間に練習してきた力を発揮し、 

たくさんの児童が記録を更新しました。最後に４チームに分かれ、長なわを 

しました。長なわでは、チーム内で声をかけ合い目標に向かう姿が見られました。 

思うような結果が出せず、悔しがっている児童もいましたが、悔しい思いをすると 

いうことは、当日まで一生懸命がんばった証です。当日の結果だけにこだわるので 

はなく、そこまでがんばった過程をふり返り、それぞれが成長を実感してくれればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
神石小学校の教育活動をホームページでも

公開していますので，ご覧ください 

jinsekigun.jp/school/jinsekisho/ 

令和７年度学校運営協議会 

 １月 30 日（金）第３回学校運営協議会を行いまし
た。学校運営協議会は、学校運営等について地域の方や
保護者の方に参画していただき、地域の声を生かした特
色ある学校づくり進める組織です。今年度も皆様のおか
げで充実した教育活動を行うことができました。 

１年間ありがとうございました。 

健康かるた大会 

 １月２３日（金）の朝会で保健委員会 
主催の健康かるた大会をしました。 
 保健委員会の児童が読んだ札を、他の 
児童が必死になって探し、白熱した戦い 
となりました。取り札をとった児童から 
は満面の笑みも見られ、いい大会となりました。 

「
正
解
の
な
い
問
い
」
に
挑
む
子
供
達
！ 

今
年
は
、
雪
の
多
い
日
が
続
き
、
朝
夕
何
か
と
心
配
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
こ

ち
ら
は
雪
が
多
い
方
が
よ
い
と
ば
か
り
に
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
素
晴
ら
し
い
演
技
や

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
選
手
は
、
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
「
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
」
そ
れ
こ
そ
、
一
人
一
人
が
「
正
解
の
な
い
答
え
」
に
対
し
て
挑
戦
し
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
人
は
、
基
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
を
中
心
に
練
習
す
る
。
ま
た
、
あ

る
人
は
今
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
新
し
い
曲
で
演
技
に
挑
戦
す
る
。
ま
た
、
あ
る
人
は
競
技
直
前
に
難

度
を
高
く
し
て
挑
戦
す
る
。
失
敗
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
「
自
分
の
考
え
」

を
信
じ
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
近
年
、
宇
宙
探
査
機
が
月
へ
の
着
陸
に
挑
戦
し
た
り
、
新
し
い
技
術
が
次
々
と
生
ま
れ
た

り
と
、
「
正
解
の
な
い
問
い
」
に
立
ち
向
か
う
大
人
た
ち
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
。
彼
ら
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
「
自
分
の
考
え
」
を
信
じ
て
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
供
達
も
、
「
周
り
の
言
動
に
合
わ
せ
る
」
こ
と
で
「
安
心
」
を
得
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
自
分
は
ど
う
し
た
い
か
」
を
自
分
に
問
い
か
け
、
自
分
か
ら
動
く
こ
と
で
、

今
後
の
景
色
は
必
ず
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
、「
自
由
な
発
想
か
ら
ス
タ
ー
ト
」「
自
信
を
も
っ
て
挑
戦
し
よ
う
」「
自
分
の
言
動
で
表
現

し
よ
う
」
と
い
う
「
三
自
大
作
戦
」
を
意
識
し
て
活
動
し
て
く
れ
た
子
供
達
で
す
。
残
り
一
か
月
余

り
の
今
の
学
年
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
様
々
な
「
正
解
の
な
い
問
い
」
に
自
分
の
考

え
を
振
り
絞
っ
て
自
分
な
り
の
「
答
え
」
を
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
他
の
人
と
同

じ
で
な
く
て
も
い
い
「
自
分
色
の
答
え
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
た
も
の
の
、
こ
こ
神
石
で
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
子

供
達
は
元
気
で
す
。
雪
が
降
っ
て
い
れ
ば
外
で
遊
び
ま
す
。
そ
ん
な
た
く
ま
し
さ
を
備
え
あ
わ
せ
て

い
る
子
供
達
の
「
自
分
の
力
で
『
正
解
の
な
い
問
い
』
に
挑
む
力
」
を
信
じ
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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